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Ⅰ 概要 

 １ 開催日時、会場 

   令和６年５月１８日（土） 午後１時３０分～  

嵐山町役場 町民ホール       

     

 ２ 次第 

   受付                

   進行        （橋本将 広報広聴常任副委員長） 

   開会あいさつ    （森一人 議長） 

予算の概要報告  （犾守勝義 予算特別委員長） 

    ～休憩～ 

    

 

 

 

 

意見交換会 

「防災対策について」「豊かな老後とは？！」 

   閉会のことば （橋本将   広報広聴常任副委員長） 

 

 ３ 出席議員 1３人 

番号 議員氏名 番号 議員氏名 番号 議員氏名 

1 佐藤 弘美 ２ 竹内 隆哲 ３ 橋本  将 

４ 宮本 大裕 ５ 犾守 勝義 ６ 小林  智 

７ 藤野 和美 ８ 𠮷本 秀二 ９ 青柳 賢治 

10 畠山 美幸 11 川口 浩史 12 渋谷登美子 

13 森  一人 

 

 ４ 参加者数 １０人 

    

 ５ 資料 

   議会だよりらんざん １９４号（５月１日発行）抜粋 

  

議会報告動画はこちら⇒ 
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Ⅱ 意見交換会 

主なご意見（要約・抜粋しております） 

テーマ 『防災対策について』 

A グループ（総務経済常任委員会） 

リーダー：小林智委員長、サブリーダー（書記）：竹内隆哲副委員長 

・町の防災計画の実践方法と避難所運営訓練が重要 

・避難所運営訓練を実施し、町民が参加して実践的に学べる機会を設ける 

・災害時の通信手段の確保が課題。アマチュア無線の活用や消防団との連携を検討して

は 

・防災における女性の視点が重要。防災計画策定や意思決定過程で女性の参画が必要と

なる 

・町の業務継続計画(BCP)の策定状況について。通信手段の確保などが含まれるかなど 

B グループ（文教厚生常任委員会）主な意見 

 リーダー：𠮷本秀二委員長、サブリーダー（書記）：佐藤弘美副委員長 

・防災倉庫に何が入っているのか分からないため、他の地域から応援に来ても教えられ

ない 

・いざという時、備品の使い方が分からないので、１回でも使ってみることが必要 

・倉庫の在庫リストを作成する 

・個人でも備蓄をして意識の改革をすることが必要 

 

テーマ 『豊かな老後とは？！』 

A グループ（総務経済常任委員会） 

リーダー：小林智委員長、サブリーダー（書記）：竹内隆哲副委員長 

・年金だけでは不安に思う 

・高齢者の生活環境を改善するため、地域交通の確保や草刈り、空き家対策などが課題 

・老後の生活設計が重要となる。定年前から準備できるよう、啓発活動を行う 

・高齢者のコミュニティ形成や居場所作りを支援するため、空き家や空き店舗の活用を

検討しては 

・高齢者の社会参加を促進するための取り組みを実施する 

 

B グループ（文教厚生常任委員会）主な意見 

 リーダー：𠮷本秀二委員長、サブリーダー（書記）：佐藤弘美副委員長 

ワールドカフェスタイルで実施し、『自分が思う豊かな老後とは？』について書き出

しを行った。多かった意見の上位は、①健康、②お金、③人との繋がり、コミュニケー

ション、④好きなことをするであった。その他の意見として、自然、緑溢れる環境、交

通環境整備、孫と会う、友人との飲み会、居場所作り、外国人とのコミュニケーショ

ン、地域交流、孤立孤独化させないなどの意見が出された。 
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健康について主な意見 

・病気になる前の予防が大切 

・健康維持のために運動を欠かさない 

・健康とは習ってきたものを自分で維持できるようにする 

・町は健康体操教室を年 6 回ほど行っているが、近年おおむね 75 歳以上の参加はご遠

慮くださいと記載されている。75 歳からの人はどこに行けばいいのか 

・健康体操教室 6 回のうち 2 回は講習会なので別に考えて欲しい 

・習ってきたものを忘れてしまう 

・家の近くが太陽光発電予定地になっており豊かな老後とは言えない 

 

Ⅲ アンケート集計結果（ 10／10 枚回収） 

アンケートにご協力いただいた方 

２０代（０人） ３０代（0 人） ４０代（1 人） ５０代（0 人）  

６０代（5人） ７０代（4 人）  

 

１ 今回の議会報告会は何で知りましたか 

□議会だより（5人）   □ホームページ （2人） 

□PTA  （0 人）       □案内通知   （4人）   □その他  （2 人） 

 

２ 意見交換会について 

ア 進行 

□良かった（7 人）     □普通（3 人）   □良くない（0 人） 

イ 時間 

□長い（0人）  □ちょうど良い（9 人）   □短い（1 人） 

ウ 今後やってほしいテーマは 

・外国人労働者との交流 

・嵐山駅からのバス等、観光協会関係 

・空き家対策（2件） 

   

３ 開催を希望される曜日と時間帯、場所について 

ア 曜日と時間帯について 

□土曜日（7 人）       □日曜日（3 人）   □平日（金曜日）（1人） 

□午前中（3 人）    □午後（8 人）    □夜間（2 人） 

イ 場所について 

□町民ホール（8人）     □ふれあい交流センター（3人） 

□北部交流センター（2人） □南部交流センター（1 人）     

 

  

複数回答あり 

複数回答あり 
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Ⅳ その他（自由記述）※参加者の皆さんからのご意見を、原文のまま掲載しております。 

・町の計画するイベント（防災キャンプ etc）への質問やアイデアを出し合い、イベントそのも

のを自分事とできる取り組みもいいかも。小中学生の意見表明も場が提供されれば驚くべき

（こちらが教えられ気づかされる）意見が出てくるという。子育て世代の親御さんが子どもさ

んと一緒に参加し共感できる内容になるといいかも 

・議員の方と直接意見交換ができる貴重な機会なので、事前のテーマ設定とその場で出たテーマ

についても意見交換する時間も増やした方が良いと感じました。 

・災害時の救急対策として、現在拡張中のラベンダー畑の駐車場をドクターヘリの発着場所とし

ても検討してください。鎌形地区北部が孤立した場合の対策です（橋が通行不可の場合） 

・災害時の通信が断たれた場合の連絡手段を確保してください。資格不要の無線機を地区の区長

に配備し、行政との連絡手段にしたらどうか。（珠洲市は無線団体と提携）日赤無線奉仕団は

上記の無線機も取り入れています。 

・高齢の方が増えます。車の運転ができなくなる方々の対策として、町内の巡回バス又は買い物

に行けるよう増便又は、巡回車を検討してください。 

・グループ別に分かれての意見交換は良かったです。5.嵐山町のことがわかってきた 

・議員の方たちがどんな方法が人を集められるか？意見を発言しやすいか、考えて実行してくて

うれしいです。 

・私は少人数で意見交換できた方が気が楽です。 

・意見交換会で出た意見のリターン（広報やホームページなどで）があると行政に興味が持てる

かな？ 

・いろいろな方法で、意見交換会をやってください。 

ご参加ありがとうございました。 

いただいた貴重なご意見等は今後の活動にいかしてまいります。 

 

今後の対応 

・議会で対応すべきご意見・ご要望は所管委員会で検討します。 

・町で対応すべきご意見・ご要望は執行部へ依頼します。 

 

 


